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* 第10回木研公開講演会 (1965.10.29,大阪)において tチロー スとその生成説についで'として講演｡
** 木材生物研究部門,DivisionofWoodBiology.
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以下,上記の諸点を主にこれらの電顕的知見によって解釈しようとするのであるが,現在ま
































る｡チロースは心材形成の表徴であるとの CHATTAWAY2) その他の見解や,それが辺 ･心材の
移行帯 (中間帯)にきざすとする CHATTAWAY3),FREY-W YssLING andBossHARD4)らの説にも
かかわらず,筆者ら (加藤 ･貴島)10) は二七アカシアについてその最外年輪中形成層帯を隔た
ることわずかに数細胞層のところに,すでにbudtylosisを認めている｡ ただし,二七アカシ
ー 2-












































均 0.63fL,whiteoakの平均 2.98p という実測値が得られているが,さらにネロ-スには特に
厚膜な硬膜チp-ス (SClerotictylosis)や石チロ-ス (Stonetylosis) と称される もののあ
ることは周知のところである1)｡ このようなものには,その厚いチロース膜に二次膜生長の跡
としての層状構造が認められることがあるのは, whiteash心材の早材について電顕的に明






























貴 島･チ ロ ー ス の 生 成 に つ い て
にテロ-スの生成機構は必ずや細胞学 (cytology)的にも興味深い問題にちがいないo
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